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添える副木をつくった。平山：「大石さん、覚えている
やんかぁ」副木を添えて、大石：「おばあちゃん、なに
か結ぶものない？」山本ば：「うーん？」平山：「おば
あちゃん、ラップありますか？」持ってきたラップで
大石が腕に添えたダンボールと一緒に巻き始めた。「ち
ょっと蒸れるかもしれないけど楽になるからね。」腕と
体の間にタオルを当て、腕が動かないように体にもラ
ップを巻き付けた。山本じ：「痛いけど、こりゃ我慢で
きるわ。すまんなぁ」平山：「また後で来ますからね。
とりあえず大石さん一度自宅を確認しましょう。」 
大石が自宅に戻るとラジオから次のような情報がアナ
ウンスされる。 

●道路状況などから救急車の出動 
は期待できません。また、病院 
は重傷者を優先しています。 
軽いケガやちょっとしたヤケド 
は、自分たちで手当をしましょ 
う。 
●ケガをした場合は、綺麗な水で 
汚れを落とし、傷口を消毒して 
ガーゼを当て、きつく押さえます。その上から包帯
をします。出血がひどい場合は、清潔なガーゼやハ
ンカチ等を直接傷口にあてて押さえ、圧迫します。
傷口を心臓より高い位置にすると血が止まりやすく
なります。 
●ヤケドの場合は、すぐ、冷たいもので冷やしてくだ
さい。十分に冷やした後、細菌の感染を防ぐために、
清潔なガーゼや布でヤケドした部分を覆います。服
の上から熱湯を浴びた場合は、すぐに服の上から水
をかけるか、水にひたして冷やしてください。 
●骨折の場合は、骨折した部分に副木を当て、固定し
ます。骨折かどうか分からないときは、骨折だと思
って手当てしてください。 
●隣近所と連絡を取り合い、お互いに協力して助け合
いましょう。 
その時、玄関に平山さんが飛び込んできた。「大石さ
ん！火事や！」・・・次回へつづく 

第３回の学習ポイント 
①阪神淡路大震災では、タンスの下敷きになった人が
たくさんいました。タンスは重く頑丈なので、取り
除いて助け出すのは大変ですが、裏側はたいてい薄
い作りになっています。裏側から解体して救出しま
しょう。（圧死・窒息死が８割以上でした。） 
②大きな地震の場合、建物には被害がなくても、家の
中ではものが散乱します。倒れやすい家具は、転倒
防止器具などを使ってできるだけ固定し、重いもの
やガラス製品は日頃から高いところには置かないよ
うにしましょう。 
③救命講習を受けましょう。各市町村などでは、講習
会が開かれています。固定や止血等の応急手当、搬
送法、AED（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法など受講者には、修了証が交付されています。
グリーンシティ防災会も定期的に行っています。 

※参考文献「災害紙上訓練・ＤＰＧ」はニッポン放送発行「生きるための７５の教

え」、絵は川崎市ホームページから引用しています。 

 

   
 

 

いつ起きるかわからない大地震！その大地震をグリ
ーンだより紙上で体験し「いかにして自分の命を守る
か」を考えるゲームです。 
前回からの続きで地震想定日は、４月中旬の日曜日、
マンションの８階に住む主人公の大石さん家族がのん
びりとラジオで音楽を聞きながら朝食を食べているそ
の瞬間に発生した。目の前に広がる風景、あなたの生
活、何もかもが一変した。第１回の「大地震発生！」、
第２回「停電！静寂？余震への前触れ」に引き続き、
さてあなたならこの体験をどう感じるのでしょうか？ 
第３回 「助け合い！」 
その時、玄関のドアを激しく叩く音がした。ドンド
ンドン！停電しているのでインターホンがならないの
だ。「大石さん！隣の本田です。」玄関のドアを開ける
と隣の本田さんの奥さんが焦った表情で「主人が倒れ
てきたタンスの下敷きになって動けないんです！」大
石さんは家族にそのことを伝え本田さんの家に行っ
た。「こっちなんです。靴のまま入ってください。」見
ると両側から大型のタンスが倒れ、本田さんの主人が
タンスの下敷きになっている。「本田さん大丈夫？」す
ると「ちょっと痛いのですがなんとか大丈夫です、で
も全く身動きがとれないんです。」大石：「ちょっと辛
抱していてください。」「奥さん！隣の平山さん呼んで
きて！」すぐに平山さんが駆けつけてくれた。大石：「ひ
とりではタンスが全く動かないんです。手伝って！」
その時、平山：「本田さん、タンス壊すよ！」どうする
のかと思えば、タンスの背面部分をカッターナイフで
切り始めた。あれよあれよという間にタンスの裏板が
解体され板が剥がされていく。平山：「大石さん！そっ
ち持って」タンスの引出を裏側から引き抜き始めたの
だ。ひとつが終わりもう一つも同じように解体した。
「痛たたたぁ」と本田さんの主人が出てきた。「助かっ
たわぁ。ありがとう。」でも、足と背中に打撲と擦り傷
がある。大石：「大丈夫？でもこんな風に下敷きになっ
ている人が他にもいるんじゃないのかなぁ？」本田：
「ところで大石さんや平山さんの家はタンス倒れてこ
なかったんですか？」大石：「うちは食卓に全員いたの
でなんとか大丈夫でした。」平山：｢私の家は、転倒防
止器具を付けていたんです。ちなみに冷蔵庫もね。｣本
田：「そりゃすごいなぁ」大石：「平山さんはこんなこ
と、どこで覚えたんですか？」平山：「大石さん達と一
緒にマンションの管理組合で上級救命講習を受けたと
きに救急隊員の方が言ってたじゃないですか。」大石：
「そうでしたっけ？」そこに山本さんのおばあちゃん
が息を切らしてやってきた。山本ば：「おじいちゃんが
さっきの地震で倒れて手が痛いって言ってるの！」平
山：「すぐ行きます。大石さん付いてきて。」山本さん
の家に入るとおじいちゃんが腕を抱えて痛がってい
る。平山：「おじいちゃん！ど 
のあたりが痛い？」山本じ： 
「肘のあたりが痛くて肘を伸ば 
せないんや。」平山：「私は肘を 
支えていますから大石さん！ダ 
ンボール箱さがして！」大石： 
「平山さん、さっきのカッター 
ナイフかして」すると大石はダ 
ンボール箱を細長く切り、腕に 
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平成１９年６月１日（金）国際連合大学ウ・タントホールで名誉総裁秋篠宮文

仁親王殿下並びに同妃殿下ご臨席のもと執り行われた「第９回日本水大賞」表彰

式において、加古川グリーンシティ防災会は「水の環から人の輪へ ∞命をつな

ぐ防災井戸∞」という防災井戸活動に関して「厚生労働大臣賞」を受賞しました。 

表彰式では、柳沢厚生労働大臣から表彰状と楯を授与され、秋篠宮文仁殿下か

らは受賞を労うお言葉をいただきました。また、表彰式に引き続いて行われた活

動報告においては、受賞団体から９団体（当防災会含む）がそれぞれの活動内容

を詳細に説明し賞賛の拍手をいただきました。 

 大災害に遭遇した時いかに生き残れるかは、普段からの心の備え（個人の防災

意識）と地域力（コミュニティ）そして防災井戸のような減災設備です。しかし、

残念ながら今のグリーンシティの防災意識とコミュニティは十分と言えるのでし

ょうか。防災・減災は与えられるものではなく、己が実践しなければ前に進みま

せん。あなたもチャンピオンマップの登録から始めてみませんか！！ 

 

 

今般、「第６駐車場の北側半分を解約し２階建て集合住宅（１０戸）を建設する」旨の告知がありました。管理

組合は第２～８駐車場を所有者から賃借し一括で契約していますが、駐車場賃借契約では所有者からの解約要請に

は従うほかありません。第６駐車場№２２～３９・№５２～５９の計２６台が解約の対象となり、当面今年の１２

月をめどに他駐車場解約分を振り当てることで解決を図ろうと考えています。このため管理組合は新規契約を休止

しています。なお、対象契約者の方々には追って詳細をお知らせしますのでご理解ご協力をお願いします。 

 

 

  

工事工程では、４箇所の受水槽廻りの配管取り替え

を行っております。天候により若干工事の進み具合へ

の影響は発生しますが、詳細は工事広報板などで確認

してください。 

Ｃ棟ガス管復旧工事は、５月１２日をもって完了し

ました。建物の構造と配管の都合上、一部が露出して

いますが、安全性や耐久性の問題はありません。大切

なライフライン設備です。露出配管付近では子どもを

遊ばせないよう注意してください。 

Ｃ棟居住者の方々には、長期間

ご不便をおかけしました。ご協力

ありがとうございました。 

 

本工事施工前の５月１２日（土）に、管理棟集会所において全棟説明会（Ａ・Ｃ棟

詳細説明会も開催）を行いました。土曜日にも関わらず全棟説明会には、午前と午後

合わせて約１１０人を超える参加者があり、工事実施に伴う質疑応答等で居住者の関

心の高さがうかがえました。本工事では給水制限（断水）や騒音・振動の発生、歩行

者・車輌の通行規制、ガス復旧確認時の在宅等ご協力をお願いすることがあります。 

修繕委員会を含め理事会は施工業者（山本環境整備）と密接に連絡を取りながら、安全でスムーズな工事遂行

に務めますので、居住者の方も工事への理解と、工事関係場所へ不用意に近づかないよう注意してください。 

なお、次回の説明会は６月１６日（土）にＥ・Ｆ棟、

その後Ｂ棟、Ｄ棟、Ｇ棟の順で行います。工事について

お気づきの点や要望等は、各棟１階エントランスホール

の連絡用ポストへお願いします。 


